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が
と
う
松
中
・
・
・

こ
の
校
舎
で
最
後
の
卒
業
式



2２０１２.４月

特集　南予いやし博

森
の
四
万
十
自
然
学
校
開
校
式

　
「
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２　

松
野
町
・
鬼
北
町
」

の
オ
―
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
「
森
の
四
万
十
自
然
学
校
開
校

式
」
が
４
月
29
日
、虹
の
森
公
園
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
森
の
四
万
十
自
然
学
校
」
は
タ
レ
ン
ト
の
清
水
国
明
さ

ん
を
校
長
に
迎
え
、
清
流
四
万
十
川
の
源
流
を
作
る
森
や

川
で
、
多
彩
な
講
師
と
一
緒
に
手
軽
に
楽
し
め
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
、
清
水
国
明
さ
ん
の
校
長
任
命
式
や
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
郷
土
芸
能
や
清
水
さ
ん
の
得
意
な
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
彫
刻
）
の

披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２　

松
野
町
・

鬼
北
町
」
シ
ン
ボ
ル
・
オ
ブ
ジ
ェ
思
い
出
に
浮
か
ぶ
丸
木

舟
「
い
や
し
丸
」
の
制
作
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

《清水国明プロフィール》
　1950年10月15日福井県に生まれる。 
　1976年京都産業大学法学部を卒業。
　1973年伝説のフォークソング･デュオ「あのねのね」で
芸能界デビュー。テレビ、ラジオの司会やコメンテータ、
さらに新聞雑誌への執筆など、幅広く活躍中。
　芸能界きってのアウトドア派、スローライフ実践者とし
ても知られ、自然体験や環境講演会なども多い。
　1995年、アウトドアライフネットワーク「自然暮らしの
会」を主宰。代表を務める。
　2005年「株式会社自然楽校」を設立。代表取締役に就任。
　自然とのふれあいを通じて、都市生活で忘れてしまった
人間本来の機能を目覚めさせ、心と体の健康を取り戻すこ
と、そして子どもたちの生きる力を育むことをテーマに、
山梨県河口湖にアウトドアパーク「森と湖の楽園」を開園。

え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

開
幕
！
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博

「 

い
よ
伊
予
な
ん
よ
！
き
て
み
祭
」

【
日　
時
】
２
０
１
２
年
4
月
22
日 

㈰
・
9
時
30
分
〜
15
時
（
予
定
）

【
場　
所
】
道
の
駅
み
な
と
オ
ア
シ
ス
う
わ
じ
ま
「
き
さ
い
や
広
場
」

　
　
　
　

�

牛
鬼
す
と
り
ー
と（
南
予
文
化
会
館
前
通
り
）〜
き
さ
い
や
ロ
ー

ド
（
商
店
街
）

　

主　

催
：
愛
媛
県
宇
和
島
圏
域
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

【
内　
容
】

■
「
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２
」
出
陣
式
（
牛
鬼
す
と
り
ー
と
〜

き
さ
い
や
ロ
ー
ド
）

　

開
幕
式
典
に
先
立
ち
、
関
係
者
に
よ
る
出
陣
式
と
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。

宇
和
島
圏
域
に
「
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２
」
の
開
幕
を
響
か
せ
、

安
全
と
幸
を
祈
願
す
る
牛
鬼
で
開
幕
式
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

■
開
幕
式
典
（
会
場
：
き
さ
い
や
広
場
ス
テ
ー
ジ
）

　

い
や
し
博
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
か
ざ
る

の
は
大
迫
力
の
太
鼓
の
演
奏
を
予
定
。
主
催
者
の
挨
拶
等
に
続
い
て
、
1 

市
3
町
の
代
表
者
や
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
に
よ
る
、
宇
和
島
圏

域
や
い
や
し
博
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
地
元
の

子
供
た
ち
も
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
高
ら
か
に
開
幕
宣
言
の
の
ち
、
い
よ

観
光
大
使
「
ト
ワ
・
エ
・
モ
ワ
」
も
登
場
し
「
い
や
し
博
」
の
ス
タ
ー
ト

を
祝
い
ま
す
。

■
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
会
場
：
き
さ
い
や
広
場
ス
テ
ー
ジ
）

　

宇
和
島
・
松
野
・
鬼
北
・
愛
南
の
伝
統
芸
能
や
市
民
文
化
活
動
団
体
な

ど
を
ス
テ
ー
ジ
紹
介
し
、「
ト
ワ
・
エ
・
モ
ワ
」
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
実
施
。

■
「
南
予
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ
」
南
予
物
産
市
＋
地
元
グ
ル
メ
で
お
接
待

　

宇
和
島
圏
域
の
産
直
施
設
や
生
産
者
が
軽
四
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
地
元

グ
ル
メ
を
詰
め
込
ん
で
販
売
。
お
接
待
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
予
定
。

　
〈
宇
和
島
だ
て
ま
ぐ
ろ
〉〈
鬼
北
き
じ
鍋
〉〈
松
野
梅
そ
う
め
ん
チ
ャ
ン

プ
ル
ー
〉〈
愛
南
び
や
び
や
か
つ
お
〉
な
ど
出
店
予
定
。

同
日
開
催
／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

い
や
し
博
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

【
日　
時
】
２
０
１
２
年
4
月
22
日
㈰
・
16
時
〜
19
時
（
予
定
）

【
場　
所
】
道
の
駅
み
な
と
オ
ア
シ
ス
う
わ
じ
ま
「
き
さ
い
や
広
場
」

【
主　
催
】
愛
媛
県
宇
和
島
圏
域
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

【
内　
容
】

　

南
予
地
域
で
活
躍
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
フ
ォ
ー

ク
コ
ン
サ
ー
ト
。「
ゆ
ず
の
香
り
」、「
８
１
０
（
は
ち
と
ー
）」、「
多
忙
楽

団
」、「
松
本
佳
奈
」
に
加
え
、
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
「
桑
名

正
博
」、「
茶
木
み
や
こ
」
が
参
加
。



1 ２０１２.４月

まちの掲示板

　昭和35年から40年近くの間、主に松野中学校で
教鞭を振るい、教壇を降りた現在でも、区長会長
など地域のリーダーとして、毎日お忙しい増田善
吉さん。「善ちゃん先生」の愛称で慕われています。

【コメント】
　私も４月３日で76歳になります。私が小さい頃
は４月３日と言えば、お節句や神武天皇祭などで
賑わっていた思い出がありますが、最近ではお祭
りも下火になってきたようです。
　私はまだまだ中火ですが…（笑）

５月・６月生まれの
町民を募集します！

　広報まつのでは年齢・性別を問わず、誕
生日の町民を紹介していきたいと考えてい
ます。掲載を希望される方は、総務課広報
担当までご連絡ください。
※都合により掲載できない場合もあります
のでご了承ください。

【問合せ先】
　☎42－1111（内線221）

吉
野
句
会
二
月
例
会 

於　

吉
野
生
公
民
館

下
萌
え
に
老
い
等
の
靴
の
は
づ
み
け
り 

赤
松　

午
子　

ひ
と
り
来
て
し
か
と
捉
へ
し
初
音
か
な 

稲
谷
キ
ミ
子　

二
、
三
羽
の
小
鳥
来
て
い
る
四
温
か
な 

上
田
み
ち
子　

昨
日
よ
り
今
日
の
春
風
心
地
よ
し 

岡
本　

三
葉　

ヌ
ー
ト
リ
ア
泳
い
で
ゐ
た
る
雨
水
か
な 

菊
澤　

大
和　

麻
痺
の
手
を
伸
ば
し
て
着
せ
る
春
セ
ー
タ
ー 

竹
内
サ
ダ
子　

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
四
年　

二
月
投
句
分
）

秀
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

具
沢
山
男
所
帯
の
根
深
汁 

八
幡
浜
市　

前
田　

一
夘　

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

川
べ
り
の
風
は
つ
め
た
し
畦
を
焼
く 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正　

《
虹
の
森
公
園
》

　

山
の
子
の
一
人
遊
び
や
落
椿 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正　

　

と
ぶ
は
と
ぶ
杉
の
花
と
び
村
眠
る 

八
幡
浜
市　

二
宮　

節
子　

　

算そ
ろ
ば
ん盤

の
一
玉
五
玉
不
器
男
の
忌 

四
万
十
町　

山
本　

由
美　

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

　

訪
ね
来
し
不
器
男
生
家
の
梅
香
る 

黒
潮
町　

戸
田
ゆ
き
子　

増
ます

田
だ

　善
ぜんきち

吉さん
　76歳　１９３６年４月３日生

山
やま

田
だ

　吏
り お

桜ちゃん
　10歳　２００２年４月１日生

　５年生になる吏桜ちゃんの趣味
は音楽。ピアノやドラムの他に最
近ではアコースティックギターの
練習も始め、お父さんと家でセッ
ションを楽しんでいるそうです。
将来が楽しみですね�

集まれ！！
４月生まれ



4２０１２.４月

まちの掲示板
　

２
月
28
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
、
町
内
各
学
校
の
先
生
、
地
域
の
方
の
出
席
の
も
と
、「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
員
」

小
学
生
９
名
、
中
学
生
４
名
計
13
名
が
修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
を
通

し
て
『
う
わ
さ
話
が
本
当
の
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
た
り
、
思
い
込
み
を
お
こ
し
た
り

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
う
わ
さ
話
だ
と
、つ
い
「
そ
う
だ
よ
ね
。」
と
言
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

注
意
で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
。』『
誰
と
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
や
す
く
な
っ
た

気
が
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
と
、
そ
の
人
の
い
い
と
こ
ろ
が
分
か
っ
て
き

ま
す
。
積
極
的
に
話
し
て
い
く
と
自
分
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。』
な
ど
、
各
自
が

成
長
し
た
な
と
思
う
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」

は
、
松
野
町
隣
保
館
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
教
科
学
習
と
、
人
権
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
で
は
「
認
知
症
に
つ
い

て
」、「
戦
争
に
つ
い
て
」「
東
日
本
被

災
地
の
支
援
に
参
加
し
て
」
と
題
し

て
、
地
域
の
方
や
保
健
師
さ
ん
か
ら

話
を
聴
い
た
り
、「
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
」

と
の
交
流
会
、
国
立
療
養
所
「
大
島

青
松
園
」
訪
問
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
も
「
あ
お
ぞ
ら
子
ど

も
会
」
の
会
員
を
学
校
を
通
じ
て
小

学
４
年
生
以
上
を
対
象
に
募
集
し
ま

す
の
で
、
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
・
同
和
教
育
の
視
点
か
ら
見
た
松
野
南
小
学
校
の
児
童
の
様
子
を
紹
介
し
て
み
た
い

と
思
う
。

　

私
は
、
今
年
度
南
小
学
校
に
転
任
し
て
き
た
。
児
童
数
は
十
名
、
一
年
と
六
年
に
在
籍
児

童
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
十
名
が
と
て
も
仲
が
よ
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
休
み
時
間

は
い
つ
も
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
。
特
に
昼
休
み
は
、
遊
ぶ
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
児
童

が
提
案
し
、
全
員
で
遊
ん
で
い
る
。
二
・
三
年
生
（
複
式
学
級
）
の
考
え
た
遊
び
を
上
学
年
の

児
童
も
嫌
が
ら
ず
一
緒
に
し
て
い
る
。
人
数
が
少
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
遊
び
の
内
容

に
偏
り
は
あ
る
も
の
の
、
見
て
い
て
も
す
が
す
が
し
さ
を
覚
え
る
。
ま
た
、
縦
割
り
班
活
動

も
充
実
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
尊
感
情
の
一
つ
目
の
要
素
で
あ
る
「
友
達
に
認
め
ら
れ
て

い
る
」
と
い
う
感
情
が
育
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
十
名
は
、
地
域
の
方
々
か
ら
い
ろ
ん
な
形
で
協
力
し
て
も
ら
い
、
賞
賛
の
声

を
頂
い
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
に
は
田
植
え
・
稲
刈
り
の
体
験
活
動
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
に
は
年
二
回
の
奉
仕
作
業
や
相
撲
大
会
の
土
俵
作
り
、
し
め
縄
作
り
で
お
世
話

に
な
っ
た
。
ま
た
蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
は
東
大
の
教
授
や
学
生
、
愛
大
の
学
生
、
そ

し
て
蛍
愛
好
会
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
。
緑
の
少
年
団
活
動
で
は
四
万
十
川
森
林
環
境
保

全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
々
の
協
力
、
滑
床
遠
足
で
は
岡
田
区
長
さ
ん
の
協
力
、

音
楽
指
導
で
は
吉
田
真
佐
美
先
生
の
協
力
等
が
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
方
と
の
活
動
や
触
れ

合
い
を
通
し
て
、
児
童
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
尊
感
情
の
二
つ
目
の
要
素
で
あ
る
「
周
り
の
方
々
か
ら
愛

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
感
情
が
育
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
本
校
児
童
は
大
変
真
面
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
朝
掃
除
に
草
引
き
を
し
た
り
教

室
掃
除
を
し
た
り
し
て
い
る
が
、
黙
々
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
少
人
数
の
た
め
、
運
動

会
や
学
習
発
表
会
・
音
楽
発
表
会
等
で
の
一
人
一
人
の
責
任
は
大
き
い
し
、
多
様
性
が
求
め

ら
れ
る
。
し
か
し
誰
一
人
と
し
て
、
弱
音
を
吐
く
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
う
い
う
活
動
や
発
表
後
に
は
、
必
ず
地
域
の
方
や
関
係
者
の
方
々
か
ら
賞
賛
の

声
を
頂
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
尊
感
情
の
三
つ
目
の
要
素
で
あ
る
「
自
分
は
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、「
自
分
の
こ
と
が
好
き
だ
」
と
い
う
四
つ
目

の
自
尊
感
情
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

こ
の
自
尊
感
情
を
育
て
る
こ
と
は
、「
何
事
に
対
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
分
に
自

信
が
付
き
、
自
分
を
受
け
入
れ
、
他
者
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
後
も
学
校
教
育
の
中
で
、
自
尊
感
情
を
高
め
る
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」

閉
講
式
に
つ
い
て

自
尊
感
情
を
高
め
る
た
め
に

松
野
南
小
学
校
人
権
・
同
和
教
育
主
任　

芝　
　
　

晋　

二　

人
権の広場
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一
般
の
部

【
兼
題
の
部
】

愛
媛
新
聞
社
賞

　
「
看
取
り
女
の
重
ね
し
嘘
や
虎も

が
り落
笛ぶ
え

」

西
予
市　
　
　
　
　
　

河
野
佳
津
子

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　
「
駅
火
鉢
一
礼
を
し
て
遍
路
発
つ
」

西
予
市　
　
　
　
　
　

末
光
恵
美
子

松
野
町
長
賞

　
「
寒
椿
涙
見
せ
ず
に
泣
く
こ
と
も
」

内
子
町　
　
　
　
　
　

大
島　

慧
子

松
野
町
教
育
長
賞

　
「
枯
木
山
こ
の
明
る
さ
と
さ
み
し
さ
と
」

熊
本
市　
　
　
　
　
　

近
藤
ひ
か
る

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　
「
し
な
や
か
に
水
踊
ら
せ
て
紙
を
漉す

く
」

福
岡
市　
　
　
　
　
　

坂
本　

光
世

【
席
題
の
部
】
席
題
：
春
月
、
不
器
男
忌

愛
媛
新
聞
社
賞

　
「
に
は
と
り
の
胸
ふ
つ
く
ら
と
不
器
男
の
忌
」

内
子
町　
　
　
　
　
　

高
藤
士
千
子

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　
「
春
月
を
背
負
ひ
て
戻
る
部
活
の
児
」

宇
和
島
市　
　
　
　
　

片
山
智
恵
子

松
野
町
長
賞

　
「
菩
提
寺
の
甍い

ら
かの
反
り
や
春
の
月
」

松
野
町　
　
　
　
　
　

岡
本　

京
子

松
野
町
教
育
長
賞

　
「
諍
い
さ
か
い

は
ま
る
く
鎮お
さ

め
て
春
の
月
」

鬼
北
町　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
く
を

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　

母
ひ
と
り
守
る
田
畑
や
春
の
月
」

松
山
市　
　
　
　
　

井
上
由
美
子

第
₅₈
回
不
器
男
忌
俳
句
大
会

　

2
月
26
日
、
58
回
目
と
な
る
不
器
男
忌
俳
句
大
会
が

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
募
集
の
兼

題
句
に
は
一
般
の
部
で
９
０
６
句
、
児
童
生
徒
の
部
で

４
，
２
５
９
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
の
席
題

は
『
春
月
』『
不
器
男
忌
』
で
、
約
１
０
０
人
の
俳
句
愛

好
家
が
集
い
、
俳
句
の
里
で
の
句
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

主
な
入
選
者
と
俳
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

児
童
生
徒
の
部

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

最
優
秀
（
１
点
）

　
「
サ
ワ
ガ
ニ
が
手
を
あ
げ
わ
た
る
雨
の
み
ち
」

双
岩
小
二
年　
　
　
　

紀
伊
恭
史
郎

優　

秀
（
３
点
）

　
「
け
い
ろ
う
の
日
ぼ
く
は
ふ
る
さ
と
う
た
い
ま
す
」

長
月
小
一
年　
　
　
　

木
下　

宗
昭

　
「
お
と
う
さ
ん
と
大
も
の
ま
だ
い
ふ
ゆ
の
う
み
」

佐
田
岬
小
一
年　
　
　

阿
部　

和
希

　
「
竹
馬
の
バ
ラ
ン
ス
と
れ
た
秋
の
風
」

南
部
小
三
年　
　
　
　

三
好　

柚
羽

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

最
優
秀
（
１
点
）

　
「
ほ
ん
の
り
と
ゆ
ず
の
香
り
が
似
合
う
町
」

日
吉
小
五
年　
　
　
　

山
本　

純
大

優　

秀
（
３
点
）

　
「
テ
ン
グ
サ
を
ほ
し
て
広
げ
て
夏
の
空
」

南
部
小
四
年　
　
　
　

小
笠
原
真
雅

　
「
龍
の
玉
草
に
か
く
れ
て
会
議
中
」

松
野
南
小
四
年　
　
　

友
岡　
　

桜

　
「
秋
風
が
太
刀
魚
は
こ
ぶ
遊
子
の
海
」

遊
子
小
五
年　
　
　
　

福
島
さ
お
り

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
（
１
点
）

　
「
年
越
し
を
祝
っ
て
響
く
太
鼓
か
な
」

松
野
中
二
年　
　
　
　

熊
部　

将
考

優　

秀
（
３
点
）

　
「
初
日
の
出
今
年
の
目
標
さ
け
ん
で
み
た
」

城
東
中
一
年　
　
　
　

高
橋　

七
海

　
「
三
人
で
小
さ
な
ベ
ン
チ
春
日
向
」

津
島
中
二
年　
　
　
　

大
下　

雄
里

　
「
苺
大
福
ほ
お
ば
り
シ
ョ
パ
ン
聴
き
に
け
り
」

長
浜
中
三
年　
　
　
　

渡
邉
桜
也
香

【
高
校
生
の
部
】

最
優
秀
（
１
点
）

　
「
字
を
み
れ
ば
あ
い
つ
と
わ
か
る
年
賀
状
」

宇
和
高
三
年　
　
　
　

田
中　

沙
也

優　

秀
（
３
点
）

　
「
眠
ら
ざ
る
都
会
の
オ
ブ
ジ
ェ
冬
満
月
」

吉
田
高
一
年　
　
　
　

木
下　
　

晃

　
「
時
と
ま
る
弓
ひ
き
射
こ
む
冬
の
空
」

松
山
西
中
等
四
年　
　

願
成
寺
優
香

　
「
宇
宙
論
習
ひ
し
帰
り
の
天
高
し
」

済
美
平
成
中
等
五
年　

黒
田　

菜
緒

₂月
₂₆日
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3月
3日
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
て
…

松
野
町
防
災
フ
ェ
ア
開
催

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
屋
内
運
動
場
に
設
営
さ
れ
た
「
煙
体

験
ハ
ウ
ス
」
で
は
、煙
が
充
満
し
た
室
内
を
出
口
を
目
指
し
て
歩
く
と
い
っ

た
体
験
が
で
き
、
体
験
し
た
皆
さ
ん
は
煙
が
充
満
し
、
視
界
も
悪
く
、
呼

吸
も
困
難
な
状
況
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。

　

も
し
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
行
政
や
防
災
関
係
機
関
は
迅

速
な
対
応
が
困
難
な
状
況
と
な
る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
自

分
自
身
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、
隣
近
所
や
自
主
防
災
会
な
ど
で
助

け
合
う
「
共
助
」
が
重
要
で
す
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
今
回
の
防
災
フ
ェ
ア
で
「
自
助
」「
共
助
」
の
大

切
さ
を
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
機
に
全
国
的
に
も
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
今
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
冷
静
に
対

応
で
き
ま
す
か
？

　

３
月
３
日
㈯
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
防
災
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
防
災
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

町
と
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
が
共
同
で
開
催
し
た
も
の
で
、
会
場
に
は

普
段
体
験
で
き
な
い
各
種
体
験
ブ
ー
ス
が
設
営
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
自

由
に
災
害
体
験
や
消
火
・
応
急
の
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
に
設
営
さ
れ
た
「
地
震
体
験
車
」

で
は
、「
東
日
本
大
震
災
」
や
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
「
東
南
海
・
南

海
地
震
」
を
疑
似
体
験
で
き
、
そ
の
揺
れ
の
大
き
さ
に
悲
鳴
を

上
げ
る
女
性
や
子
供
た
ち
も
多
く
い
ま
し
た
。

煙体験ハウス地震体験車

応急手当体験

消火体験
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高
速
道
路
で
元
気
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

　

３
月
４
日
㈰
吉
野
生
地
区
保
健
推
進
会
で
は
、
健

康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
高
速
道
路
開
通
イ
ベ
ン

ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
、
近
隣
の
市
町
か
ら
約
８
千
５
百

人
の
参
加
が
あ
り
、
吉
野
生
地
区
の
老
若
男
女
26
人

も
三
間
イ
ン
タ
ー
か
ら
宇
和
方
面
へ
の
２
・
８
キ
ロ
地

点
ま
で
を
思
い
思
い
の
歩
調
で
歩
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
高
速
道
路
下
に
広
が
る
田
園
風
景
や
四
国
霊

場
仏
木
寺
の
山
門
を
望
み
な
が
ら
二
度
と
出
来
な
い

高
速
道
路
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

吉
野
生
地
区
保
健
推
進
会
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
輪
を
広
げ
る

た
め
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
次
回

の
保
健
推
進
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

み
な
さ
ん
も
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
こ
の
春

か
ら
無
理
の
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

3月
3日

松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

３
月
３
日
㈯
松
野
町
山
村
開
発
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、「
松
野

町
の
医
療
の
現
状
を
理
解
し
支
え
守
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
何
が
で
き
る
か
考
え
よ
う
」
を
目
的
に
、『
松
野
町
の

医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ム
』
が
開
催
さ
れ
、
１
５
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
宇
和
島
市
病
院
事
業
管
理
者

の
市
川
幹
郎
先
生
に
よ
る
「
宇
和
島
圏
域
の
地
域
医
療
を
取

り
巻
く
現
状
と
課
題
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
市
川
先
生
は
、
創
立
１
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
市

立
宇
和
島
病
院
の
全
面
改
築
後
、
宇
和
島
圏
域
の
み
な
ら
ず
、

新
た
に
四
国
西
南
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
住
民
に

信
頼
さ
れ
る
高
度
医
療
や
、
医
療
保
健
福
祉
の
連
携
を
深
め
、

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
病
院
を
目
指
し
た
い
と
力
強
く
述

べ
、
ま
た
、
地
域
住
民
に
対
し
て
は
、
救
急
医
療
に
対
す
る

医
師
へ
の
厳
し
い
環
境
や
、
医
療
制
度
改
革
な
ど
、
医
師
を

取
り
巻
く
社
会
的
背
景
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る
み

で
医
師
を
育
て
て
欲
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
宇
和
島
保
健
所
長
の
冨
田
直
明
先

生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
に
招
き
「
各
分
野
か
ら
の
、
地
域

医
療
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
と
連
携
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
対
し
、
各
方
面
か
ら
様
々
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま

し
た
。

　

松
野
町
国
民
健
康
保
険
中
央
診
療
所
長
の
角
籐
裕
先
生
か

ら
は
、
町
内
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
て
、
外
来
、
入
院
、
学

校
医
、
施
設
な
ど
診
療
所
の
果
た
す
役
割
や
適
正
な
受
診
の

仕
方
に
関
す
る
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鬼
北
町
立
北
宇
和
病
院
の
岡
部
健
一
先
生
か
ら
は
、

診
療
所
等
、
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
、
退
院
に
向
け
て

北
宇
和
病
院
か
ら
の
退
院
支
援
、
地
域
へ
の
つ
な
ぎ
と
し
て

の
役
目
を
す
る
「
地
域
連
携
室
」
の
活
動
な
ど
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

行
政
か
ら
は
、
医
師
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
住
民

一
人
一
人
の
健
康
は
大
切
な
資
源
で
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

健
康
を
守
る
活
動
を
続
け
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ
り
ま

し
た
。

　

住
民
代
表
と
し
て
増
田
善
吉
区
長
会
会
長
は
、
医
療
と
関

わ
っ
た
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
医
療
機
関
へ
期
待
す
る
こ

と
等
の
報
告
が
あ
り
、
医
療
関
係
者
の
日
々
の
仕
事
に
対
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
と
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

松
野
町
で
は
、
唯
一
の
医
療
機
関
（
歯
科
を
除
く
）
で
あ

る
「
中
央
診
療
所
」
を
中
心
と
し
て
、
外
来
・
入
院
な
ど
の

治
療
に
加
え
、
予
防
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
ま
で
、
熱
意
と
情

熱
を
も
っ
た
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
努
力

と
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
医
師
不
足
等
、

地
域
医
療
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。

　

松
野
町
や
宇
和
島
圏
域
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

守
り
続
け
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
で
こ
の
現
状
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
今
私
達

一
人
一
人
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

3月
₄日
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森の国だより

3月
₄日

高
校
生
に
よ
る
手
作
り
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
開
催

₄日₄日₄日₄日₄日

北高ボーイズ デザートイーグル

暴徒 THE LONG HAIRS

　

町
内
の
高
校
生
が
企
画
し
、
運
営
す
る
手
作
り

の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
が
、
松
野
町
文
化
協
会
の
協

力
の
も
と
、
３
月
４
日
㈰
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

企
画
し
た
の
は
、
今
年
卒
業
を
迎
え
た
北
宇
和

高
校
と
宇
和
島
東
高
校
の
学
生
で
、
保
護
者
や
同

級
生
た
ち
の
見
守
る
中
、
卒
業
し
離
れ
離
れ
に
な

る
仲
間
た
ち
と
最
後
の
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
バ
ン
ド
は
、
い
ず
れ
も
町
内
の
学
生

を
中
心
と
し
た
４
グ
ル
ー
プ
で
、会
場
の
設
営
や
、

運
営
、
周
知
活
動
な
ど
、
す
べ
て
を
自
分
た
ち
で

行
い
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
会
場
に
い
る
保
護
者
に
対
し
て
、
今

ま
で
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
に
対
す
る
謝
罪
や
、
感

謝
の
気
持
ち
を
赤
裸
々
に
告
白
し
、
自
立
へ
の
決

心
を
表
す
学
生
も
お
り
、
会
場
に
涙
を
誘
っ
て
い

ま
し
た
。

古
城
園
で
一
円
玉
募
金
の
贈
呈
式

　

３
月
５
日
㈪
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
古
城
園
で

「
森
の
国
子
ど
も
会
議
」
に
よ
る
寄
贈
品
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
の
国
子
ど
も
会
議
」
は
、
町
内
の
各
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
で
構
成
さ
れ
、「
森
の
国
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

と
題
し
た
清
掃
活
動
や
、
一
円
玉
募
金
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
円
玉
募
金
は
、
毎

年
、
町
内
の
福
祉
施
設
の
運
営
に
役
立
て
よ
う
と
、
寄

贈
品
に
変
え
て
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
古
城
園
に
対
し
「
ラ
イ
フ
ケ
ア
テ
ー
ブ

ル
」
１
台
と
「
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
」
が
２
台
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

代
表
で
受
け
取
っ
た
利
用
者
の
方
は
、
当
日
参
加
し

た
児
童
生
徒
に
対
し
「
あ
り
が
と
う
。
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
笑
顔
で
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し

ま
し
た
。

3月
₅日
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［
行
政
相
談
］

◆
と　

き　

４
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

◆
内　

容　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

◆
相
談
員　

有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

［
心
配
ご
と
相
談
］

◆
と　

き　

４
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

◆
内　

容　

心
配
ご
と
相
談

◆
相
談
員　

民
生
児
童
委
員

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

国
民
年
金
種
別
変
更
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

ま
で
の
す
べ
て
の
方
に
、
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
次
の
３
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
届
出

は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
年
金
手
帳
を
添
え
て
、
そ
の
都
度
忘

れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
国
民
年
金
の
加
入
種
別 

【
第
１
号
被
保
険
者
】

　

自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
方
と
そ
の
配
偶
者
、
20
歳
以
上
の
学

生
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
等
が
対
象
と
な
り
、
加
入
や
種
別
変
更
の

手
続
き
は
、
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行

い
ま
す
。 

【
第
２
号
被
保
険
者
】

　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
方
な
ど
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
加
入
手
続
き
は
、
会

社
や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。 

【
第
３
号
被
保
険
者
】

　

国
民
年
金
の
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の

方
が
対
象
と
な
り
、
届
出
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
行
い

ま
す
。

○
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス 

【
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
ケ
ー
ス
】

　

第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ
る
と
第
１
号
被
保
険
者
（
第
３

号
被
保
険
者
に
な
る
場
合
は
除
く
。）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
方

も
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。 

【
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス
】

　

第
１
号
被
保
険
者
又
は
第
３
号
被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
す
る
と
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。 

【
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス
】

　

会
社
等
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
被

扶
養
配
偶
者
に
な
る
方
な
ど
が
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。 

＊
詳
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　

南
予
児
童
相
談
所
で
は
庁
舎
建
替
え
の

た
め
、
平
成
23
年
５
月
か
ら
南
予
地
方

局
別
館
の
仮
庁
舎
で
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
24
年
３
月
26
日
か
ら
前

住
所
地
の
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
致
し
ま

す
。

【
移
転
先
】

　

〒
７
９
８
―
０
０
６
０

　
　

宇
和
島
市
丸
之
内
３
丁
目
１
番
19
号

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

22
・
１
２
４
５

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

22
・
２
０
２
０

＊
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

南
予
児
童
相
談
所
の

新
庁
舎
完
成
に
伴
う
移
転
に
つ
い
て

「
表
示
登
記
の
日
」
無
料
登
記
相
談

【
小
児
救
急
電
話
相
談
（
♯
８
０
０
０
）
事
業
と
は
】

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
が
、
休
日
・
夜
間
の

急
な
子
ど
も
の
病
気
に
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
、
病
院
の
診
療

を
受
け
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
ど
判
断
に
迷
っ
た
時
に
、
看
護
師
や

医
師
へ
の
電
話
に
よ
る
相
談
が
で
き
る
も
の
で
す
。

【
利
用
時
間
】

　

こ
れ
ま
で
は
毎
日
19
時
～
23
時
ま
で
だ
っ
た
の
が
、
19
時
～
翌
朝

8
時
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

【
電
話
番
号
】

　
「
♯
８
０
０
０
」
ま
た
は
「
☎
０
８
９
・
９
１
３
・
２
７
７
７
」

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

医
師
が
直
接
診
察
を
し
て
治
療
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
電
話
に
よ
る
家
庭
で
の
一
般
的
な
対
処
な
ど
に
関
す
る
助
言
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
も
の
で
す
。

　

緊
急
性
の
あ
る
子
ど
も
の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
で

す
の
で
、
育
児
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
管
理
局
医
療
対
策
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
４
９

4
月
1
日
か
ら
愛
媛
県
小
児
救
急
医
療
電

話
相
談
事
業
の
相
談
時
間
が
拡
大
し
ま
す

登
記
等
に
関
す
る
法
律
の
問
題

●
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
で
相
談
さ
れ
た
い
方
へ
！

●�

不
動
産
の
権
利
に
関
す
る
登
記
、
会
社
の
登
記
で
相
談
さ
れ
た
い

方
へ
！

●�

遺
言
、
そ
の
他
各
種
契
約
等
の
公
証
手
続
で
相
談
さ
れ
た
い
方

へ
！

　

次
の
と
お
り
無
料
相
談
所
を
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
４
月
７
日
㈯　

10
時
～
15
時

　
【
会
場
】
南
予
文
化
会
館　

１
Ｆ
会
議
室

　
【
問
合
せ
先
】

　

愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
８
９
・
９
４
３
・
６
７
６
９

広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　

知
識
く
ん
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緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）
の
運
用
開
始

　

町
で
は
、
現
在
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
実
施
し
て
い
る
緊

急
速
報
メ
ー
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
４
月
１
日
か
ら
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
（
ａ
ｕ
）
の
機
種
で
も
運
用
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は
、
町
内
の
ａ
ｕ
携
帯
に
対
し

て
、
気
象
庁
か
ら
緊
急
地
震
速
報
（
震
度
５
弱
以
上
と

推
定
さ
れ
る
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
震
度
４
以
上

の
強
い
揺
れ
が
推
定
さ
れ
る
場
合
）
が
配
信
さ
れ
る
他
、

町
か
ら
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報

な
ど
を
一
斉
に
配
信
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
登
録
は
不
要
で
、
通
信
料
や

月
額
使
用
料
も
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
※
対
応
で

き
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
。）

　

町
で
は
、
各
種
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の
皆

さ
ん
へ
は
様
々
な
伝
達
手
段
（
防
災
無
線
、
広
報
車
等
）

を
活
用
し
て
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
情
報
伝
達
手

段
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て
も
、
今
後
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

外
来
診
療
変
更
の
お
し
ら
せ

気象庁

松野町

KDDI

メッセージ
配信処理

※

対
象
エ
リ
ア
以
外
に
は
配
信
さ
れ
ま
せ
ん

緊急地震速報

災害避難情報

一斉配信

【
配
信
イ
メ
ー
ジ
】

　日本脳炎の予防接種は、接種後に健康被害が発生した事例があったことをきっかけに、平成17年５月30日か
ら平成22年３月31日まで積極的勧奨を差し控えていましたが、平成22年度より新ワクチンによる積極的接種勧
奨が再開になり、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けられるようになっています。
　接種勧奨差し控えの影響により、接種の機会を逃した「平成７年６月１日～平成19年４月１日生」で、『１期（１
回・２回・追加）および２期（１回）の計４回』が完了していないお子さまは、20歳未満までの間、残りの接
種を受けることができますので、母子手帳をご確認のうえ、保健センターまでご連絡下さい。
日本脳炎予防接種対象年齢

通　常

ワクチン 対　象　者 標準的な接種期間
１期初回

（１回・２回）
乾燥細胞培養

日本脳炎ワクチン

生後6カ月～ 7歳半未満 ３歳～４歳未満

１期追加 生後6カ月～ 7歳半未満
（１期初回終了後おおむね１年おいて接種） ４歳～５歳未満

2　　期 ９歳～13歳未満 ９歳～10歳未満

特例措置
１期

および
２期

乾燥細胞培養
日本脳炎ワクチン

平成７年６月１日～
平成19年４月１日生まれの者

（２期の接種は９歳以上の者）
20歳になるまで

ご不明な点があれば、保健センターまでご連絡ください。
☎42－0708　瀧本・山﨑

　町民の皆様には、大変ご心配をお掛けしておりましたが、４月１日から清水副所長の後任として、嶋
しまもと

本純
じゅんや

也
医師が県立南宇和病院より着任いたしますので外来診療の一部を変更いたします。

月 火 水 木 金

検　査 随　時　、　予　約　制

午　前
１　診 角　　藤 県中医師 角　　藤 角　　藤 角　　藤

２　診 嶋　　本 嶋　　本 － 嶋　　本 嶋　　本

午　後 診　察 交　　代 県中医師 宇和病院医師 交　　代 交　　代

【診療科目】　内科・小児科・外科・リハビリテーション科
　　　　　　　　　午前受付８：30～11：30　　 午後受付13：30～17：00
　　　　　　　　　午前診療９：00～12：00 　　午後診療14：00～17：30

松野町国民健康保険中央診療所　☎42－0707
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県
と
連
携
し
た
滞
納
整
理
を
推
進
し
ま
す

　

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
税
収
の
確
保
の
た
め
、
愛

媛
県
と
松
野
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
職
員
の
相
互

派
遣
や
高
額
、困
難
滞
納
案
件
の
県
へ
の
引
継
ぎ
な
ど
、

連
携
し
た
滞
納
整
理
を
推
進
し
、
滞
納
整
理
業
務
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
に
、
町
税
滞
納
事
務
嘱
託
員
を
設
置
し
、

滞
納
整
理
の
補
完
的
事
務
の
拡
充
を
図
り
、
早
期
未
納

対
策
や
滞
納
処
分
に
向
け
た
取
組
強
化
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
主
的
な
納
税
に
ご
協
力
い
た
だ
け

な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
財
産
差
押
等
の
滞
納
処
分

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
納

期
を
超
過
し
て
納
付
し
た
町
税
等
に
つ
い
て
は
、
条
例

の
規
定
に
よ
り
延
滞
金
が
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、
未
納

税
金
の
早
期
納
付
、
新
規
課
税
さ
れ
る
税
金
の
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
今
後
と
も
、
大
多
数
の
納
期
内
納
税
者
の

視
点
に
立
ち
、
滞
納
額
の
縮
減
に
一
層
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○平成24・25年度保険料（１人当たり年額）
平成24・25年度 平成22・23年度

均等割額 44,194円 41,227円
所得割率 8.72％ 7.84％
限度額 550,000円 500,000円

　後期高齢者医療制度では、医療給付費に見合う保険料収入を確保し、健全な運営を維持するため、２年に１
度保険料の見直しを行っています。
　医療給付費は、高齢化の進展や医療の高度化などにより、年々増加しています。
　愛媛県後期高齢者医療広域連合では、被保険者の保険料負担をできる限り軽減するため、愛媛県財政安定化
基金を最大限活用することとした上で、平成24・25年度の保険料を改定しました。
○保険料の計算方法
　１人当たりの保険料は、被保険者が均等に負担する「均等割額」と被保険者の前年所得に応じた「所得割額」
の合計となります。

○保険料の負担軽減を継続します
・�所得の低い方の軽減…世帯の所得水準に応じて、均等割額を最大９割軽減します。また基礎控除後の総所得

金額等が58万円以下の方は、所得割額を５割軽減します。
・�被用者保険の被扶養者だった方の軽減…制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養

者だった方（国民健康保険・国民健康保険組合は除く）は、所得割額の負担はなく、均等割額が９割軽減さ
れます。

○年金収入ごとの保険料額（単身世帯の一例）

○ジェネリック医薬品を活用しましょう
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは、先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に国の承認を得て販売される、
先発医薬品と同じ有効成分をもつ医薬品のことです。
・先発医薬品より安価で、患者さんの窓口負担の軽減、医療保険財政の改善につながります。
・効き目や安全性は、先発医薬品と同等です（薬の形、色や味は、先発医薬品とは異なる場合があります）。
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）を希望される場合は、「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や
薬局窓口に提示し、利用について相談しましょう。

【問合せ先】
　愛媛県後期高齢者医療広域連合　☎089－911－7733　FAX089－911－7735
　松野町役場　町民課　後期高齢者医療担当　　☎0895－42－1113（町民課直通）

年金収入 軽減割合 平成24・25年度
保険料額（年額）

平成22・23年度
保険料額（年額）

比　較
（年額）

80万円 均等割９割軽減 4,410円 4,120円 290円増
150万円 均等割8.5割軽減 6,620円 6,180円 440円増
200万円 均等割２割軽減

所得割５割軽減 55,840円 51,400円 4,440円増

保険料（年額）
10円未満切捨て
限度額55万円

＝
均等割額

＋
所得割額

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

基礎控除（33万円）
後の総所得金額等44,194円 所得割率

8.72％×（ ）

固
定
資
産
税
縦
覧
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
固
定
資
産
評
価
額
の
適
正
さ
を
判
断
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
要
領
で
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。 

【
期　

間
】 

４
月
２
日
㈪
か
ら
５
月
１
日
㈫

　

�（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
） 

【
場　

所
】 

町
民
課 

【
対
象
者
】 

納
税
義
務
者 

【
必
用
な
物
】 

　

�

本
人
を
確
認
出
来
る
も
の
（
納
税
通
知
書
、
課
税
明

細
書
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）、
印
鑑 

【
閲
覧
内
容
】 

　

土
地:

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格 

　

家
屋:

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、 

　

価
格 

【
問
合
せ
先
】 

　

役
場
町
民
課
税
務
係　

☎
42
・
１
１
１
２
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●
「
原
野
商
法
」
の
手
口
に
つ
い
て

　

１
９
７
０
〜
80
年
代
に
「
将
来
必
ず
値

上
が
り
す
る
」
と
か
「
道
路
が
で
き
る
」

な
ど
と
虚
偽
の
説
明
を
し
、
開
発
の
見
込

み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
原
野
や
山
林
を
、
何

倍
も
の
価
格
で
売
り
付
け
る
「
原
野
商
法
」

の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
被
害
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
土
地

の
測
量
を
し
な
い
と
売
却
で
き
な
い
」「
売

却
す
る
に
は
広
告
が
必
要
」
な
ど
と
売
り

出
す
た
め
の
測
量
・
整
地
・
土
地
管
理
な

ど
の
名
目
で
、
費
用
を
支
払
わ
せ
る
二
次

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、「
外
国
人
が
欲
し
が
っ
て
い
る
」

な
ど
と
い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
勧
誘
す

る
な
ど
、
手
口
が
巧
妙
化
し
て
お
り
注
意

が
必
要
で
す
。

●
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

所
有
し
て
い
る
土
地
の
多
く
は
、
自
宅

か
ら
遠
く
現
地
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

も
、
確
認
す
る
こ
と
も
困
難
な
た
め
、
業

者
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
土
地
自
体
も
、
課
税
対
象
に
も
な

ら
な
い
よ
う
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ま

た
、
被
害
に
あ
っ
た
人
の
多
く
は
高
齢
に

な
っ
て
お
り
、
早
く
処
分
し
た
い
と
い
う
心

情
に
つ
け
込
ん
だ
悪
質
な
商
法
で
す
。

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

☆ 
土
地
の
測
量
や
整
地
の
名
目
で
訪
問
販

売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
契
約
し
た
場
合

は
、
法
定
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
ま
す
。

☆ 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い

て
も
、
勧
誘
方
法
に
よ
っ
て
は
契
約
を

取
り
消
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
消
費
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
業
者
の
説
明
に
不
審

な
点
が
あ
る
な
ど
、
お
か
し
い
な
と
思
っ

た
ら
、
左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

松
野
町
産
業
振
興
課

　

☎
42
・
１
１
１
６

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

【
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知

ら
せ
】

「
消
費
生
活
か
る
た
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
幅

広
い
年
齢
層
の
方
に
、
楽
し
み
な
が
ら
「
消

費
者
被
害
」
の
手
口
や
対
処
法
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
「
消
費
生
活
か
る
た
」

を
作
成
し
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
消
費
生
活
か
る
た
」
は
愛
媛
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
配
信
中

で
す
。

ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.pipi-

karuta.jp/

原
野
に
道
路
が
で
き
る
？
！

平
成
24
年
度
の
健
診
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

　平成24年度特定健診・がん検診の日程は下記のとおりです。
　国民健康保険・後期高齢者医療保険の方は、いままでどおり受診できます。その他の医療保険に加入されて
いる被扶養者の方も受診できますが、40歳～74歳の方は特定健診になりますので、必ず加入している医療保険
から発行される「特定健康診査受診券」をお持ちください。なお、がん検診は医療保険に関わらず受診できます。

健康診断（特定健診・胃がん・大腸がん・結核・胸部検診）
日　程 場　　　所 日　程 場　　　所

５月11日㈮ 松野町コミュニティセンター ９月７日㈮ 蕨生集会所
６月12日㈫ 森の国ふれあいセンター 10月３日㈬ 富岡公民館
６月21日㈭ 豊岡前公民館 10月11日㈭ 延野々集会所
６月22日㈮ 松野町隣保館 10月16日㈫ 吉野生交流促進センター７月23日㈪ 松野南小学校 10月17日㈬
７月24日㈫ 10月18日㈭ 上家地集会所
９月６日㈭ 奥野川住民センター 11月３日㈯ 保健センター

子宮がん検診

肺がんＣＴ検診

乳がんマンモ検診
日　程 場　　　所

５月17日㈭ 松野町保健センター
　　18日㈮ 目黒基幹集落センター
　　21日㈪ 吉野生交流促進センター
　　22日㈫ 松野町保健センター
10月29日㈪ 松野町保健センター

日　程 場　　　所
11月15日㈭ 目黒基幹集落センター（午前）
　　15日㈭ 吉野生交流促進センター（午後）
11月16日㈮ 松野町保健センター

日　程 場　　　所
６月７日㈭ 吉野生交流促進センター
６月８日㈮ 松野町保健センター
６月14日㈭ 目黒基幹集落センター（午前）
６月14日㈭ 松野町保健センター（午後）

８月24日㈮ 松野町保健センター
「骨量測定あり」

ご不明な点がありましたら、町民課・国民健康保険係
または保健センターまでご連絡ください。
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銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査
は
、
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
銃
砲
刀
剣
類
を
新
た
に
発

見
さ
れ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ
の
発
見
届
出

後
、
速
や
か
に
発
見
者
（
所
有
者
）
自
身
が
銃
砲
刀
剣

類
を
持
参
し
、
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

　

偶
数
月　

第
３
木
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
（
４
月
19
日
、
６
月
21
日
、
８
月
16
日
、
10
月
18
日
、

　

12
月
20
日
、
平
成
25
年
２
月
21
日
）

　

刀
剣
類　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

古
式
銃
砲　

午
後
４
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

【
会　

場
】
愛
媛
県
庁　

第
一
別
館　

11
階
会
議
室

　
　
　
　

松
山
市
一
番
町
４
丁
目
４
―
２

【
持
参
品
】

　

①�

銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
（
警
察
署
か
ら
渡
さ

れ
ま
す
。）

　

②�

当
該
銃
砲
刀
剣
類
（
必
ず
布
等
で
包
む
な
ど
し
て

安
全
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

③�

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
、

本
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
。）

　

④
愛
媛
県
収
入
証
紙

　
　

登
録
申
請
手
数
料　

１
件
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

　
（
事
前
に
購
入
し
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

※
登
録
で
き
な
い
場
合
も
返
還
で
き
ま
せ
ん
。

　

登
録
証
再
交
付
申
請
手
数
料　

１
件
に
つ
き
３
，

５
０
０
円

【
注　

意
】

　

①�

銃
砲
刀
剣
類
は
発
見
時
の
状
況
の
ま
ま
で
運
搬
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
布
等
で
し
っ
か
り
包
む
な

ど
必
ず
危
険
防
止
の
措
置
を
講
じ
、
安
全
管
理
に

は
万
全
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

②�

県
庁
内
の
駐
車
場
は
、
混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

③�

原
則
と
し
て
、
発
見
者
自
身
が
登
録
手
続
き
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
諸
事
情
で
代
理
の

方
に
登
録
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
発
見
者
自
身
が

依
頼
を
し
た
委
任
状
（
発
見
者
の
押
印
が
必
要
）

と
代
理
の
方
の
身
分
証
明
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
管
理
部
文
化
財
保
護
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
７
６

平
成
24
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
１
回
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

一
般
・
技
術　

幹
部
候
補
生

【
受
験
資
格
】

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

　
（
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
含
む
））

　
（
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）
は
28
歳
未
満
）

【
受
付
期
限
】
４
月
27
日
㈮

【
第
１
次
試
験
】
５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　
（
13
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

【
第
１
次
試
験
地
】

　

松
山
大
学
（
愛
媛
県
外
試
験
地
あ
り
）

《
初
任
給
》

　

大　
　

卒
…
…
２
１
４
，
９
０
０
円

　

大
学
院
卒
…
…
２
３
２
，
０
０
０
円

　
（
平
成
23
年
４
月
現
在
）

《
賞　

与
》

　

期
末
勤
勉
手
当
等　

年
２
回

《
手
当
等
》

　

住
居
、
航
海
、
乗
組
、
扶
養
、
地
域
な
ど
各
種
手
当

有
り

【
詳
し
い
連
絡
先
】

　

〒
７
９
８
―
０
０
３
４

　

宇
和
島
市
錦
町
10
―
１

　

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部

　

宇
和
島
地
域
事
務
所

　

☎
（
０
８
９
５
）
23
・
５
４
３
１

試　

験

【
試
験
日
】

　

平
成
24
年
６
月
24
日
㈰　

10
時
～

【
会　

場
】

　

県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県
立
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校

　

他
【
願
書
受
付
】

　

書
面
申
請　

４
月
16
日
㈪
～
４
月
26
日
㈭
ま
で
必
着

　
（
愛
媛
県
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
）

　

電
子
申
請　

４
月
13
日
㈮
～
４
月
23
日
㈪

【
試
験
種
類
】

　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類

　
（
吉
田
会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種
類
）

【
受
験
料
】
甲
種
＝
５
，
０
０
０
円

　

乙
種
＝
３
，
４
０
０
円

　

丙
種
＝
２
，
７
０
０
円

【
願
書
配
布
】
消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分
署

準
備
講
習
会

【
日　

時
】
５
月
25
日
㈮
～
５
月
26
日
㈯
の
２
日
間

	

※　

い
ず
れ
も
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
会　

場
】

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

４
階
大
会

議
室

【
受
講
料
】

　

会　

員
＝
６
，
３
０
０
円

　

非
会
員
＝
８
，
８
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】
法　

令　

１
，
４
０
０
円

　

実　

務　

１
，
４
０
０
円

　

問
題
集　

１
，
４
０
０
円
（
乙
種
４
類
の
場
合
）

【
申
込
・
提
出
先
】

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
そ
の
他
】

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

　

☎
０
８
９
５
・
２
２
・
７
５
０
１



◇世帯数
　1,994世帯（±０世帯）
◇総人口
　4,430人 （－９人）
　男2,095人　女2,335人

（２月中の異動）
　出生　３人　死亡　10人
　転入　８人　転出　10 人

平成24年２月29日現在

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼

（
２
月
29
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
酒
井
　
　
茂
　
吉
　
野

金
一
封
　
畔
地
　
俊
二
　
松
　
丸

金
一
封
　
松
身
　
墨
惠
　
吉
　
野

金
一
封
　
園
部
　
忠
光
　
松
山
市

金
一
封
　
山
本
　
梅
子
　
豊
　
岡

金
一
封
　
伊
藤
　
祐
久
　
松
　
丸

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
毛
利
弥
太
郎
　
　
99
歳

豊
　
岡
　
畔
地
　
重
子
　
　
79
歳

蕨
　
生
　
井
上
ヨ
シ
子
　
　
97
歳

目
　
黒
　
園
部
カ
ツ
ヨ
　
　
93
歳

豊
　
岡
　
山
本
　
輝
義
　
　
80
歳

松
　
丸
　
伊
藤
チ
ヱ
コ
　
　
95
歳

豊
　
岡
　
長
山
　
計
惠
　
　
82
歳

豊
　
岡
　
山
口
フ
サ
ヱ
　
　
87
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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４月の行事予定

４/１㈰　まつの桃源郷マラソン大会
４/９㈪　町内小学校入学式
４/10㈫　松野中学校入学式
４/26㈭　滑床山開き
４/29㈰　森の四万十自然学校開校式

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成24年４月１日㈰ 藤 田 整 形 外 科 医 院
鶴島町　☎（22）5635

楠 崎 内 科
本町追手　☎（24）2211

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

あ べ 医 院
津島町　☎（32）2616

平成24年４月８日㈰ 河野整形外科クリニック
丸之内　☎（22）1822

中 山 内 科 胃 腸 科
堀端町　☎（22）0707

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

城 戸 医 院
鬼北町　☎（45）1234

平成24年４月15日㈰ 林整形外科クリニック
新　町　☎（23）0007

石 川 循 環 器 科 内 科
中沢町　☎（20）0320

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

篠 原 医 院
鬼北町　☎（45）3370

平成24年４月22日㈰ 善 家 外 科 脳 神 経 外 科
堀端町　☎（22）1484

兵 頭 内 科 医 院
和霊元町　☎（25）2772

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

鬼北町国保日吉診療所
鬼北町　☎（44）2250

平成24年４月29日㈷ 二 宮 整 形 外 科
桝形町　☎（25）8600

田 中 循 環 器 科 内 科
堀端町　☎（22）0504

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

松野町国保中央診療所
松野町　☎（42）0707

平成24年４月30日㈪ 加 藤 整 形 外 科
和霊元町　☎（22）7111

和 霊 町 松 浦 内 科
和霊元町　☎（23）1510

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

市 立 吉 田 病 院
吉田町　☎（52）0611

４月の休日当番医

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）（
出
生
児
）（
性
別
）

蕨
　
生
　
梅
井
道
敎
　
美み

　
桜お

　
　
女

　
　
　
　
　
　
文
恵

延
野
々
　
古
谷
直
樹
　
夏な
つ

　
希き

　
　
女

　
　
　
　
　
　
明
希

延
野
々
　
宮
﨑
水
樹
　
結ゆ

　
愛あ

　
　
女

　
　
　
　
　
　
朱
里

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

清
水
雄
三
先
生
、
退
任
の
あ
い
さ
つ

　

中
央
診
療
所
の
清
水
雄
三
で
す
。
松
野
町
に
来
て
か
ら
早
３
年

が
経
ち
、
こ
の
度
皆
さ
ま
と
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
医
師
が
す
ぐ
に
変
わ
る
よ
う
で
は

不
安
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
松
野
町
民
に
と
っ
て
の
「
か

か
り
つ
け
医
」
と
は
医
師
個
人
で
は
な
く
、「
中
央
診
療
所
」
が
か

か
り
つ
け
医
で
す
。
代
診
の
先
生
も
含
め
て
、
ど
の
医
師
に
い
つ

受
診
さ
れ
て
も
同
じ
医
療
を
継
続
し
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
他
院
で
薬
を
処
方
さ
れ
た
場
合
に
は
、
お
薬
手
帳

や
薬
そ
の
も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
は
自
治
医
大
の
後
輩
医
師
が
赴
任
し
ま
す
。
引
き
続

き
中
央
診
療
所
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


